
通巻71号   発行 奈良県弓道連盟 
平成20年3月号No1   会長 吉本清信 
   編集 担当 伊藤 浩 

 

 2002.9.17創刊                   2008.3.20 発行 

奈奈弓弓連連だだよよりり  

 称号者研修会 報告                     
期日： 平成２０年１月２６日～２７日 

会場： 奈良市弓道場 

講師： 範士八段 石井 勝之 先生 

目的： 称号受有者の射技、射術の向上を図るとともに、

指導者としての心構え自己啓発を行う 

 

【講話を聴いて： 森内 茂】 

初めての研修会で緊張はありましたが、気持としては、

無の状態で参加しました。 

夜の講話で印象に残ったお言葉： 

· 基本動作が出来ない人が初心者を教えては、なら

ない。 

· 体配は、稽古すればする程うまくなる。 

· 稽古は、うそをつかない。 

· 体配はその人の人格が見える 

· 弓道とは、自己表現の手段である。 

· 指導者として教える事と伝える事とは違う 

· 嘘を教えない 

· ムードで教えない 

· 運動嫌いを好きにさせる。 

· 出来ない人間を出来る人間に 

· うまく出来る人間をさらにうまくさせる 等 

いずれも身にしみる言葉ばかりでありました。                     

研修を終えて 

 今回の研修会に参加して今は、難問、難題が山積して 

いる状態です。しかし このような機会を得られたこと 

は、弓道を続けていく上で私にとって大きな励みとなり 

又 意識改革でもありました。このような機会を得られた

ことに感謝をし、来年の講習会までには、少しは成長して

いるように日々修練に励みます 

 

 

 

【射術面のご指導について： 小林 保彦】 

全体として特に強く印象に残ったご指導は、①他の者

との息合いを合わす為、吐く息で次の動作を行う、②入

場から退場までの隙のない基本動作、体配 ③射法八節

での縦横十文字（三重文字、五重十文字）構成を造るた

め骨法、筋肉の働き（大円筋、背柱筋、腹直筋、上腕二

頭筋、三頭筋、広背筋）を知り理解する必要があること

です。 

射術面のご指導で印象に残った項目 

・ 大離れする方法は弓手側の大円筋は弓手肘方向へ働

かす、妻手側の大円筋は裏的方向に張る。弦まくらが

矢筋方向に納める、肘は肩の線よりやや下がる。前腕

と後腕の差が無いと前離れになる、二重振り子の原理

で大離れをする、肘が第二の支点になる。 

 

大三からの引き分けは、弓手３センチ妻手３センチ

背柱筋と腹直筋を使い指先の力を抜き引き分ける

（縦線の構成要因）、大きな残身を得るには両拳は

肩、顎の延長線上に広背筋を緩めず離すのが良い。 

・ 目通りを過ぎたら肩の力を抜いて胸を広げる、引かな

い事が大切。 

・ 会で鎖骨を広げる事、両肩は絶対に動かさない。 

・ 最後まで気は抜かない、そうすれば残身で伸び広が

る。 

・ 気の充実と澄まし（無）の離れが良い。 

・ 身体で引き分ける、肩甲骨の下カクを肋骨の方に付け

る働き 

・ 自分の肩の位置、骨格を知る事が大切、（前肩、真中、

後肩）身体の構造を知る。 

・ 弦道は外側へ、弦枕は矢筋より前に出さない、前に出

ると大離れにならない。 

・ 指導する時はその人の骨格に合わせた指導が大切。 

・ 残身時は息を腹に下ろして残身での伸びを造る。 

この研修会で得たことを今後の日々の修練に生かして生

きたいと思っています。 
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 近畿地域 範.教.錬士会研修会 
 

平成20年2月16日（土）17日（日）の2日間、大津市の

滋賀県立武道館において、近畿地域の各府県から錬士 12

名、教士19名、範士4名が参加して研修会が実施された。

この研修会は各府県から5名以内という制約があり範士の

先生方が講師を務められた。 

 

【藤岡氏のレポート】 

両日、日中も雪が舞い、道場へ踏み出せば床から足の裏へ

深々と寒さが伝わってきて、痺れて感覚が無くなってくる

ような日でした。 

１６日、鈴木住尚全弓連副会長の矢渡（第一介添；神前先

生、第二介添；西中先生）に始まり審査の間合いで一手行

射をし、午前の部を終了。昼食後は「アインシュタインの

目」（テレビ番組の録画）、「日魯弓道大会」（阿波先生、

神永先生、安沢先生などの射影が！）を鑑賞し、午前の行

射の講評を頂きました。 

午後は班別指導。細部にわたって丁寧な指導が終わります

と、鈴木先生から「もう弓は引かさん」のお言葉。休憩後

は厳しい体配の稽古が始まりました。歩く稽古から開き足

の稽古、中でも道場一周の膝行には参りました。日頃の射

技一辺倒の稽古を思い知りながら「明日は坐射が出来るだ

ろうか」と心配が膨らみかけたところへ「これで終わりに

する」と嬉しいお言葉。１本持って仕上げの行射をし、閉

会。 

 

二日目の１７日は、林範士、吉本範士、中川範士による一

つ的射礼に始まりました。初矢こそ外れたものの六射五中。

見事な射礼を拝見させて頂き、その裏の厳しい修錬に思い

を馳せると気が遠くなりそうでした。 

その後、持的射礼の研修で午前の部は終了。午後は錬士が

持的射礼、教士が一つ的射礼の研修で、最後に１本持って

仕上げの行射をし、閉会しました。 

研修会参加メンバーの顔ぶれは、全日本遠的選手権の覇者

であったり、近的選手権の常連であったり、遠目に見たり

機関誌でお見掛けするような方々が居られ、そんな方々の

行射を間近で拝見することが出来、大変刺激になりました。 

私は今回が２年連続２回目の参加で、「昨年と変わってい

ない！」と喝を入れられないよう必死で引いていたのです

が、昨年とは違う宿題をいっぱい頂きまして、称号者研修

会から消化できずに溜め込んでいる課題と合わせて、当分

稽古時の課題には悩みそうに無いなと、幸せに包まれなが

ら会場を後にしました。 

 

 

 

【以下 新司氏のレポートから】 

今回の研修を通じて一番感じたことは、邪心のない離

れ、的中を意識しない思い切った離れを如何に出すかが

課題であったように思います。その実現には教本に述べ

られている基本を忠実に実行すればよいのですが、自分

の姿はなかなか見えず、ついつい安易に流れてしまって

いることを痛感しました。肩線の五重十文字、物見につ

いて今後の修練の目標にしたいと思います。 

普段一緒に練習することの少ない人たちと行うこと

で、呼吸、相手、皆に合わすという意識の大切さも再度

確認され、2日目の林先生・吉本先生・中川先生の一つ的

射礼においてお互いの呼吸、思いやりに感動いたしまし

た。 

最後の鈴木先生の挨拶において、これから迎える京都

大会をはじめ、審査における心構え、誰にも負けないぞ

という強い意志が必要というお話の中、今までの自分と

しては、どこかで妥協していたのではないか、また精神

力の弱さを反省し、今後の修練においての目標ができま

した。 

最後に、このような機会をつくっていただいた皆様方、

お世話いただいた滋賀県弓道連盟の皆様方に感謝いたし

ます。 

 

 

 

  ☃ 
 

さる、1月18,19,20日 奈良市弓道場において、寒稽古

が、行われました。朝5時半、薄暗い中、集合し、六時東

大寺の鐘の音を、遠くに聞きながら、五人立ちの行射を

行いました。1月の一番寒いこの時間 特に、足先背中に

痛いような寒さを感じながらも、もくもくと行射が進み

ます。 

 一立ち終わると、ストーブで手を温めながら・・・ 

最終日は控えの間から見ると 射場の五人 矢道は横殴

りの雪 雪の向こうにぼやけて見える的 幻想の世界み

たいでした。終わりには、会員さんが作ってくれたぜん

ざいを、皆で食べ、心は、達成感でいっぱいになり身体

は温まり三日間の寒稽古を終えました。この寒い中での

練習が必ずや身につくことでしょう。三日間で延べ39名

の参加でした。 

7月１１，１２，１３、日には、土用稽古も行われます。

ぜひご参加を。               

明瀬綾子 
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 第９回奈良県弓道団体選手権大会 
(兼 全日本勤労者弓道選手権大会 県予選会) 

日時： 平成２０年 ２月２４日(日) 

於： 橿原公苑弓道場  参加 １５５名 

 当日は、とても寒い日であったが、予選から熱戦が繰り

ひろげられた。結果は以下の通り。 

◆結 果 

 優勝 帝塚山大学チーム 

     角野耕治、外良顕子、天田貞之、 

安居ちとせ、目黒裕章 

 ２位 勝想感チーム 

     矢野有吾、山口愉佳子、山口亮二 

     河原直紀、井上ゆみ子 

 ３位 烈チーム 

     原田祐介、土居嗣人、東中千佳 

     長濵正伸、綿松昭寛 

 

◆講 評（吉本会長） 

 本大会は５人制の

団体戦ということも

あって、懐かしい人

の参加もあって良か

った。あるチームは、

この寒い中半そでで

揃え頑張っていた。

決勝トーナメントに

入ると夫婦対決や師

弟対決などのドラマ

もあり、団体戦ならではの光景だと感じた。団体戦はメン

バーの体配・呼吸の調和が大切でありこれからもこのよう

な練習を続けて欲しい。     (競技部 長濱正伸) 

 

 百射会 

日時 : 平成２０年 ３月 ２日(日) 

於： 奈良会場 奈良鴻池弓道場 参加 ３９名 

      橿原会場 橿原公苑弓道場 参加 ３３名 

奈良会場では男性１８名、女性２１名の総勢３９名が百

射完射を目指し、早春のうららかな天候のもとで一射一射

を重ねていきました。 

全員が競技の進行に協力し、休憩時間にはぜんざいが振

る舞われるなど、緊張の中にも和やかな雰囲気の射会でし

た。最後の立ちでは蔵地選手の見事な２０射皆中や深田副

会長の貫禄の四ッ矢皆中など、おおいに盛り上がりました。 

完射した選手は皆、疲れの中にも満足感のある表情で退場

しました。閉会式では新司副会長から「最後まで全員がき

っちりとした行射をしていたのが大変良かった。➚ 

 

 

矢数をかけることから多くのことが学べるはず。今後も

和気あいあいと、楽しく、稽古をしていきましょう」と

の講評をいただき、射会を終えました。 

                             (競技部 井上ゆみ子) 

◆結 果 

奈良会場 

男子                    女子 

１位 蔵地隆文  ９０中   １位 山口愉佳子 ７２中 

２位 山口亮二  ８６中   ２位 西田ゆり   ５７中 

３位 新司正人  ６４中   ３位 井上ゆみ子 ５０中 

                             河野久栄   ５０中 

橿原会場 

男子                    女子 

１位 藤岡 順   ８１中   １位 西川由貴   ７６中 

２位 土居嗣人  ８０中   ２位 林 秀子    ６８中 

３位 瀧井浩一郎７０中   ３位 寺口 瑠    ５８中 

 

 

 

 奈良県中学校 弓道選手権大会 
 

春の麗らかな陽気に包まれた３月９日（日）に橿原公

苑弓道場にて開催されました。 

 毎年この試合は、近的個人戦のみで行われ、人数制限

を設けずに最初の４射で２中以上した者のみが予選を通

過し、次の４射を行い、計８射の的中数で順位を決定す

るものです。また、団体戦の代わりに学校対抗戦を実施

し、学校の代表者４名１チームがトーナメント形式で順

位を決定します。前年度優勝校はシード権があり、昨年

は香芝中学校が優勝を果たしています。 

 

今年の参加学校： 

香芝、白橿、八木、大成、橿原、天理南 

 

試合結果  

【個人戦】 

男子： 

１位 塩津（香芝） 

２位 階戸（白橿） 

３位 上杉（天理南） 

 

女子： 

１位 水谷（香芝） 

２位 川本（香芝） 

３位 山本（香芝） 

                      

                                               ↵ 
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【学校対抗トーナメント戦】 

 

   １位 八木中学校 

   ２位 橿原中学校 

   ３位 香芝中学校 

 

 

１．香芝中 

          （５中） 

２．白橿中        

      （８中）     （６中） 

３．八木中     （８中） 

      （８中）             八木中 

４．大成中                ※同中競射 

      （８中） 

５．橿原中     （９中） 

      （８中）     （６中） 

６．天理南 

          （７中） 

 ３位決定戦 

  香芝中―――――― 

       （８中）    香芝中 

  天理南中 

       （５中） 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

 

 

 

奈良県内 行事予定（４～６月） 

 

4/13（日） 審査講習会（引き続き 評議員会） 

4/19（日） 高校リーダー講習会 

4/27（日） 国体 成年予選（第一回） 県遠的選手権 

4/29（火） 県高校選手権 

5/03（土） 県中学校練成大会 

5/05（月） 高校総体 県一次予選 

5/25（日） 国体 成年予選（第二回） 県総合選手権 

5/31（土） 高校総体 個人予選 

6/01（日） 称号者大会 審査員研修会 

6/08（日） 高校総体 県二次予選 

6/15（日） 国体 成年、少年最終選考 

6/22（日） 伝達講習会 

 

「四月」  盛装の着物 

稽古ごとにも、儀式の場にも着られるものが適当です。

それには地紋のある生地で、色は淡い中間色、無模様の

もので一つ紋、あるいは三つ紋として作ることをおすす

めします。 最も正式な着物は、生地は夏は麻、冬は羽

二重で地紋のあるもの、色合いは男子は褐色（黒に赤味

を帯びた色）、女子は白を第一とします。白の次位は空

色です。地白、地赤、地黒を三小袖といいます。裏地は

赤が第一とされ、式服の裏は紅裏を主とします。紋は染

め抜きが正式で、一つ紋、三つ紋、五つ紋などがありま

す。下着は白、襦袢も白、衿も羽二重の白を用います． 

 帯は羽二重、又は地紋のある織物で、女子は唐織、錦、

厚板を本質とします。帯留めは羽二重丸桁（まるぐけ）

です。飾りのあるような帯留めは略式です。 着物は洋

の東西にかかわらず、時代とともに簡略化されてきてい

ます。今日の着物は小袖の時代になっていますが、男子

の場合を考えてみても、徳川の時代を過ぎると袴を脱ぎ、

さらにその下の位の、人々の礼装であった紋付、羽織袴

が、明治時代からの礼装となってきました。 女子の服

装も裳（も）や袴がなくなって、着丈のものとなり、お

くみ（えり）が工夫され帯が必要になりました。 この

ように歴史的にみると、簡略化・実用化されてきた着物

は、室町後期から室内着、あるいは民間の服装として発

達してきたものです。（中略） 節の祭り日に、ただ着

物というだけで時、所を考えないで着用することも、正

しい文化を守っている事とはいえません。やはり礼装は

礼装であり、いくら高価であっても縞物とか黄八丈、あ

るいは羽織を着た姿などは、礼装ではありません。（中

略） この様な奥深い日本の心が、自然とあらわれるよ

うな着物姿は、大変ゆかしいものです。 いたずらに奇

をてらわずに、その心がにじみ出るように装いたいもの

です。 原色調や、不自然な模様は着る人の品性を表し

ます。伝統的な着物には、日本人の持つ色彩感覚や美意

識が反映されています。 

たとえば、徳川末期には黒の「派手」さに目を向けるな

ど、たいへんユニークで鋭いものがあります。 

 黒を華美な色として効果的に用いたセンスは、模様に

も生かされています。 四季折々の自然美を巧みに取り

入れた模様には、着る時期の季節感をさらに引き立たせ

る、敏感な感覚を思わせます。 これら日本人の美に対

する心を大切にしたいものです。 

 

「小笠原流マナー」 著者小笠原清信 グラフ社発行より  

中埜狛大学藤原孝澄(中埜広樹) 

 

 


